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遠赤外線肌着を中心とする肌着素材の表面放射率と保温効果

文化女大家政　田村照子○岩崎房子　日本電子株式会社　今泉醇二郎

目的　セラミックス材から発する赤外線の利用は様々な分野で注目され、繊維製品への応

用もシーツ、毛布、ソックス、カーペット、肌着等多岐にわたっている。特に、肌着につ

ては、遠赤外線肌看としてその保温効果が宣伝・広告され、消費者の関心も高い。本報

は、この遠赤外線肌着を中心とする各種保温肌着の常温付近における表面放射率を実測

し、その放射特性を検討すると共に、肌着をサーマルマネキン及び人体に着用させた時の

　Cl 0値、表面サーモグラムヘの効果を把握しようとするものである。

方法　1 .測定対象は、アルミナ含有ナイロン51／綿49 ％混、ポリ塩化ビニル100 %、綿

100 ％、羊毛10 0 %、ナイロン50／綿50％混の各種肌シャツとした. 2 .赤外線分光放射

強度の測定には、バックグランド放射の影響を補正し、低温度・高感度測定用に開発され

た日本電子製赤外線放射測定ユニット（ＦＴ－ＩＲ）を用いた。試料表面の温度は約zi℃とTo℃

に設定した。3 .この他、試料表面に赤外線ランプ照射の残像サーモグラム、A S T M試

験器による保温率、サーマルマネキンによるclo値の測定及び人体着用実験を行った。

結果　各試料及び参考として測定したセラミックス付着布の放射率曲線をみると、塩ピは

波長4. 5～2 0μの全域にわたり他試料より低く、セラミックス付着布は6. 5　μ以上で他よ

り高く、また、羊毛は低波長域で他試料より高い結果となった。セラミックス肌シャツは

綿または綿・ナイロン混とほぼ同様の曲線を示し、6 . 5μ以上で高い傾向を示すが、その

差は僅少で、セラミックスを練り込んだ場合の効果はセラミックスを表面に付着した場合

より著しく低下することが示された。この結果は他の実験結果でも同様に認られた。
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寒冷環境におけるセラミックコーティング衣服の温熱生理的効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夙川学院短大　○丸田直美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良女大家政　　登倉尋実

［目的］　遠赤外線の効果については種々議論はあるが、被服の分野において実際の衣

に応用された場合のデータは少ない。そこで、常温状態および寒冷環境における衣服と

て温熱的に効果があるかどうかを検討する必要があると考え、本実験を計画した。

［方法］　被験者は健康な女子学生７名で、衣服は上衣がブラジャー、長袖シャツ、ポ

シャツ、トレーナー、下衣はショーツ、タイツ、トレーニングズボン、ソックスとした

のうち、肌着である長袖シャツとタイツについてセラミックをコーティングしたものと

ていないものの２種類を用意した。被験者はまず環境温１ 8°C 、湿度5 0 ％R Hの人工

候室に入室し、上記のいずれかの衣服を着用し、各部位にセンサーを取り付け、椅座安

状態をとる。そして、直腸温、皮膚温（９点）、衣服内温度（３点）、衣服表面温、代

量、心拍数、血流量を測定する。測定開始6 0 分後、室温を1 0°Cに下げ、その状態で

５分間測定する。各温度で数回、温冷感と快適感のアンケートも行った。

　［結果］　主要な結果は以下の通りである。　　1 ）直腸温、皮膚温、衣服内温度、衣服

面温度は両衣服間で統計的な差は認められなかった。　2 ）血流量、心拍数、温冷感、

適感についても両衣服間に全く差は認められなかった。　これらの事実について、温熱

理の立場から考察する。

　　　　（試料を提供していただいたミズノ（株）に深謝致します。)


